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研究の実際 

○ 研究主題 

考えを深め・広げ・課題解決につなぐ教科等の取組 

 

○ 研究のねらい 

学級の支持的風土をつくる「学級力」の取組を基盤として、学習指導要領に

基づいた「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりの工夫を行

うことで、児童の、思考力・判断力・表現力、実践力・行動力、協調性や人間関

係力等、多様な資質・能力の育成を目指す。 

 

○ 取組の概要 

 ① 考えを深め、広げる学びを具現化する授業改善 

【課題設定の工夫】          【学習展開の工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【話合い活動をコーディネートする教師の工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の物を提示したり、既習とのつ

ながりを確認したりする等、児童の

意欲を喚起する。 

人と関わらざるをえない（説明し合

う、確認し合う、考えを出し合う・深

め合う等）場を意図的に設定する。 

・児童への言葉かけ（繰り返す、誉める、もどす、相談させる、 

方向づける、止める、促す、揺さぶる等） 

・教師のパフォーマンス（声の強弱、表情、立ち位置、視線等） 

それって・・・つまり、

〇〇いうことかな。 

○○さんは、こう言

っているけど・・・ど

う思いますか。 



 ② 広げる・つなげる対話力の育成 

【発達段階に応じた聞き方・話し方指導の充実】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 支持的風土のある学級づくり 

【パワーアップタイムの充実】     【学級力アンケートの活用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度に 

向けて 

○ 課題 

 ① 話合い活動をコーディネートする教師の力を高める必要がある。 

 ② 学級力アンケートをもっと有効的に活用できるようにする。 

○ 次年度の方向性 

 ① 課題①②を解決し、考えを深め・広げ・課題解決につなぐ学習を目指す。 

 ② 算数科を中心に、他教科等にも汎用させた実践研究を行う。 

 

学校全体で、「聞く・話す」スキルの共通認識をもって、普段から指導に当たる

ようにする。 

水曜日の朝自習の時間を活用して、児童の協働性を育む取組（パワーアップタ

イム）を行う。 

定期的に学級力アンケートを行う。また、その結果をまとめたレーダーチャート

を見ながら話し合うことで、支持的風土の学級をつくる。 


